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【概要】 

手術部スタッフと協力し「手術室で働く全ての人が、自信を持って、誇らしく働く環境、

そしてお互いを尊重し、助け合いの精神」をモットーに手術室運営を行っております。術

中の麻酔管理のみならず、術前・術後を含む周術期医療の安全向上を多職種スタッフとと

もに努めています。 

令和 4 年 10 月より看護師による手術室内での特定行為実施の効果もあり、麻酔科スタ

ッフに過度の負担を強いることなく、予定手術の約 82％を 17 時までに搬入、19 時には

ほぼすべての手術症例を終了できるように、従来通り運用できました。令和 6年 4月に始

まった医師の働き方改革に対応できる手術室運営を心がけました。。 

麻酔管理症例数は前年と比べ 175例多い 1,820例でした。 

教育・指導面では、「患者一人ひとりに安全で優しい、安心できる麻酔の提供」を心がけ

るという当科の目標のもと、個々の症例に対し、麻酔方法・周術期管理について検討して

います。研修医 7名の麻酔科研修及び指導と 2名の救急救命士による挿管実習を行いまし

た。また、厚生労働省「特定行為に係る看護師の研修制度」の指定研修機関の協力施設と

して、特定行為が行える看護師の育成に取り組みました。 

 

【麻酔実績】麻酔科管理症例 令和 6年 1月～12月 単位：例 

全身麻酔（吸入） 939 

全身麻酔（TIVA：全静脈麻酔） 89 

全身麻酔（吸入）＋硬・脊、伝麻 727 

全身麻酔（TIVA：全静脈麻酔）＋硬・脊、伝麻 55 

脊髄くも膜下麻酔 4 

硬膜外麻酔 0 

伝達麻酔 1 

その他 5 

計 1,820 
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